
Aerial photographs are taken by the Geospatial Information Authority of Japan for the topographic record of the
country. However, the photographs are distorted and the distance measurements in the photographs are erroneous.
In order to eliminate such errors, orthoimages are necessary, and the Geospatial Information Authority of Japan is
currently proceeding with the conversion of photographs to orthoimages. Therefore, the purpose of this research
project was to acquire orthoimage creation technology.

国土の地形記録のために国土地理院により航空写真が撮られている。しかし、写真は歪んでおり、写真上での距離測
定には誤差が生ずる。このような誤差を解消するためにはオルソ画像が必要であり、国土地理院では現在、撮影写真の
オルソ画像への変換を進めている。そこで、オルソ画像作成技術の習得を本課題研究の目的とした。

１．課題研究の目的

ドローンを使用した航空写真の作成

２．課題研究の概要

1. 使用したドローン

図-1 使用したドローン

3. ドローンによる撮影画像
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３．課題研究のまとめ

5. ドローン撮影画像による中庭合成オルソ画像

・ドローン撮影は少人数かつ短時間でできるため効率的 ・オルソ画像は非常に精度が高く、位置も正確なため便利
・ドローンの操縦、オルソ画像の作成・合成には技術が必要 ・コストの削減につながる

図-3 ドローンによる撮影画像とオルソ画像

(a) 撮影画像1 (b) 撮影画像2

図-6 ドローンに中庭の合成オルソ画像

2. ドローンの操縦練習

図-2 ドローンの操縦練習風景

4. 測量機器による中庭測量

図-5 測点

表-1 測量結果

図-4 測量風景

(a) T.S.による測量

(b) 測点でのプリズム
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(c) オルソ画像1 (d) オルソ画像2


